業務委託契約書

業　務　委　託　契　約　書

オステリアヤスダヤ（以下「甲」という。）とpoool（以下「乙」という。）とは、Webサイト制作・運用業務並びに商品パッケージ制作業務に関し、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。
（業務の内容）
第1条 　甲は委託業務を次のとおり乙に委託し、乙はこれを受託する。
１　業務の内容は別紙「仕様書」による。
２　仕様書に疑義があるときは、甲・乙協議して定めるものとする。
（契約期間）
第2条 構築作業の開始は、本契約の契約期日からとし、運用業務の開始はWebサイトの構築作業が完了し、一般に公開された月の1日からとする。
（契約保証金）
第3条 本契約に係る乙の契約保証金は、これを免除する。

（委託料）
第4条 甲は、第１条の委託業務に対する委託料は下記の金額とする。
１　Webサイト制作費、金１,４４１,０００円（うち消費税及び地方消費税の額１３１，０００円）
商品パッケージ開発、金５５０，０００円（うち消費税及び地方消費税の額５０，０００円）
を乙に支払う。

２　Webサイト運用費（年間分）、金２６４，０００円（うち消費税及び地方消費税の額２４，０００円）を令和6年度から乙に支払う。また、運用費は年間一括払い、更新日は公開月翌年同月の1日とする。30日前までに甲から乙に対して申請がない限り、原則自動更新とする。甲が経済活動・社会活動の継続が困難に陥った場合、乙に業務上の過失がありそれが認められた場合は、これの限りではない。令和5年度は項番１のWebサイト制作金に含むものとする。
（検査及び引渡し）
第５条　乙は、委託業務が開始したときは、速やかに制作業務を遂行すること。甲は必要に応じて情報の準備・提供を速やかに行うこと。双方がそれを報告すること。
１　甲は、納品されたときに速やかに検査をし、検査に合格した場合はその旨を乙に通知する。
２　一般公開の日を引渡し完了日とする。
（所有権の移転）
第６条　成果物の所有権は、第８条に定める委託料支払い完了日をもって乙から甲に移転する。
（著作権の帰属）
第７条　成果物の著作権は、前条に定める所有権移転の日をもって乙から甲に移転する。
１　ただし、当事業専用に新規に制作したものではない、汎用プログラム、写真、図案、文
章の所有権及び国土地理院が所有する地図については、著作権はその著作者に帰属する。
（委託料の支払い）
第８条　乙は、第５条の検査の合格後、第４条第１項Web制作費ならびに第2項Webサイト運用費（年間分）の支払いを甲に請求する。次年度以降、第4条第2項の更新日に従い、Webサイト運用費（年間分）の支払いを甲に請求する。
１　甲は、前項の請求書が正当と認めたときは、請求書受領の日から６０日以内に乙に支払
う。
（保証）
第９条　乙は、仕様書に基づく成果物に瑕疵があった場合には、甲の請求により、その指定
する期日までに無償で補修しなければならない。
１　前項に規定する保証の期間は、第２条の規定に関わらずシステムの引渡し完了日から１年間とする。
（秘密保持）
第10条　甲及び乙は、本契約に関して知り得た相手方の技術又は業務上の秘密を第三者に
漏らしてはならない。
１　本条項は、本契約終了後も有効とする。
（損害の負担）
第11条　委託業務の実施に伴い、甲及び第三者に生じた損害については、乙がその費用を負担する。ただし、第三者から当システムへの破壊又は改ざん、及び天災地変などの不可抗力により生じた損害についてはこの限りではない。

１　前号において甲の責に帰すべき理由により生じた損害については、甲が負担する。

２　前２号において負担する金額については、甲乙協議の上定めるものとする。
（権利の譲渡等）
第12条　甲及び乙は、あらかじめ相手方の書面による承諾がない限り、本契約によって生
ずる権利又は義務の全部又は一部を第三者に譲渡し又は承継させてはならない。
（解除）
第13条　甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、この契約を解除することができる。
（１）乙の責めに帰すべき理由により、この契約の全部若しくは一部を履行しないとき、又
は、履行の見込みがないことが明らかに認められるとき。
（２）この契約に定める条項に違反する行為があったと認められたとき。
２　前項の規定により契約を解除したときは、乙は甲に対し違約金として、委託料の１０パーセントに相当する金額を納入し、なお、損害があるときは、その損害額を賠償する。
（協議）
第14条　本契約に定めのない事項又はこの契約についての疑義の生じた事項については、甲乙の誠意ある協議によって解決する。
　本契約締結の証として本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各自１通を保有する。
第15条　本契約の当事者は、それぞれ相手方に対し、自らが、本契約の締結日において、次の各号に掲げる者（以下「反社会的勢力」と総称する。）に該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約する。また、該当する事が判明した場合、速やかに契約を解除できる。

（１）暴力団　（２）暴力団員　（３）暴力団員でなくなった時から5年を経過しない者
（４）暴力団準構成員　（５）暴力団関係企業　（６）総会屋　（７）社会運動等標ぼうゴロ
（８）特殊知能暴力集団　（９）その他前各号に準ずる者
　　令和5年　12月　1日

（甲）　鳥取県米子市旗ヶ崎6丁目7−3
オステリアヤスダヤ
代表　 大 田 健 太 郎
　　　（乙）　鳥取県米子市和田町928
　　　　　poool
　　　　　　代表　　大　倉　裕　介
オステリアヤスダヤWebサイト制作・運用業務仕様書
pooolはオステリアヤスダヤからの委託により、Webサイト制作・運用業務を以下の仕様に基づき実施する。
１．業務内容
　乙の行う業務内容は次のとおり
（１）Webサイト制作に関する企画・構成
（２）トップページデザイン
（３）トップページ関連プログラムの設置
（４）その他関連プログラムの設置

（５）初期情報入力作業

（６）スマートデバイスでの閲覧対応
（７）見積・問い合わせ・採用等フォーム設置
（８）ドメイン、サーバなどのインフラ整備・メンテナンス
（９）簡易的な更新代行（デザインや構成を含む場合は別途お見積り）

（１０）運用におけるヘルプデスク

２．その他
業務実施にあたっては、オステリアヤスダヤとの綿密な協議をおこなうこと。
以上
